こうそ-つ 

被存 候。 往昔、 兵馬 倥※ 〔# 「にんべん + 總 のつ くり」、 

389-1S 武門 勇 を 競い、 風流 まったく 廃せられ し 時と 

雖も、 ひとり 茶道の みは 残りて 存し、 よく 英雄の 心 を 

さゅラ しゅう よ 

やわらげ、 昨日 は 仇 謦相視 るの 間 も 茶道の 徳に 依り 

て 今日は 兄弟 相 親む の 交り を 致せし もの 少しと せず と 

そんじよう 

やら 聞 及 申 候。 まことに 茶道 は 最も 遜 譲 の徳を 貴び、 

かつ は 豪奢の 風 を 制する を 以て、 いやしく もこの 道 を 

解 すれば、 おのれ を 慎んで 人に 驕らず 永く 朋友の 交誼 

-ゃ寸 

を 保た しめ、 また 酒色に 耽りて 一 身 を 誤り 一 家 を 破る 

の 憂い も 無く、 この ゆえに 月 卿 雲 客 または 武将の 志 高 

こぞ 

き 者 は 挙って この 道 を 学びし 形跡 は、 ものの 本に 於い 



釜の 拝見の 次に は 床の間の 拝見で ある。 私たち は 六 

畳 間の 床の間の 前に 集って 掛軸 を 眺めた。 相 変らず の 

佐 藤 一斎 先生の 書で ある。 黄 村 先生に は、 この 掛軸 一 

本し か 無い ようで ある。 私 は 掛軸の 文句 を 低く 音読し 

た。 

ちょうじょく 

寒暑 栄枯 天地 之 呼吸 也。 苦楽 寵 辱 人生 之 呼吸 也。 

達者 二 在 ッテハ 何 ゾ必ズ シモ 其遽カ ニ至ル ヲ驚カ ン哉 _ 

これ は 先日、 先生から 読み方 を 教えられ たばかりな 

ので、 私に は 何の 苦も無く 読める ので ある。 

さすが へ た ついしょう 

「流石に いい 句です ね ご 私 はまた 下手な お 追従 を 

言った。 「筆蹟に も 気品が あります ご 
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